
JP 2010-10028 A 2010.1.14

10

(57)【要約】
【課題】明暗の差が少なく、鮮明な線状が得やすい線状
発光体を加熱コイルの外周部に設け、対応する加熱部の
加熱範囲を明確に表示することができるようにすること
。
【解決手段】光源３のリード部水平部８を遮蔽カバー６
により、遮蔽カバー６は印刷配線板４に取り付けられた
ときリード部水平部８を上方から押さえるリブ７を形成
したことにより、光源３の前方を持ち上げ、光源の３光
の放射方向をリード部水平部８に対して平行にすること
ができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
天板と、前記天板下方に設けた加熱部と、前記加熱部の周囲に沿って形成した上面が発光
する導光体と、前記導光体周囲に設けた光源と、前記光源を載置して電気接続するための
印刷配線板とを備え、前記光源はリード部を有し、前記リード部は前記光源から発せられ
る光の放射方向と平行に形成されており、途中で略直角に折り曲げられて前記印刷配線板
にはんだ付けされることで前記光源からの光の放射方向が横方向となるように取り付けら
れ、前記光源の周囲を覆い前記印刷配線板に取り付けられる遮蔽カバーを備え、前記遮蔽
カバーは前記印刷配線板に取り付けられたとき前記リード部の水平部を上方から押さえる
遮蔽カバーリブを形成したことを特徴とする加熱調理器。
【請求項２】
遮蔽部は、導光体方向と入光部方向に開口部を設けて、他の部分を遮蔽したことを特徴と
する請求項１に記載の加熱調理器。
【請求項３】
印刷配線板に光源を下方から支える印刷配線板リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端
部側前方に設けたことを特徴とする請求項１または２に記載の加熱調理器。
【請求項４】
導光体に光源を下方から支える導光体リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方
に設けたことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の加熱調理器。
【請求項５】
導光体に光源を下方から支える導光体リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方
に複数設けたことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の加熱調理器。
【請求項６】
遮蔽カバーに光源を上方から係止する遮蔽カバー前方リブを遮蔽カバーリブより前記光源
の先端部側前方に設けたことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の加熱調理
器。
【請求項７】
遮蔽カバーに、光源を下方から支える遮蔽カバーリブ下を遮蔽カバーリブより前記光源の
先端部側前方に設けることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の加熱調理器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、線状発光体を用いた加熱調理器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の線状発光体としては、断面円形の柱状の導光体の側面にその長さ方向に
沿って、帯状の光反射層が印刷により設けられているものがあった（例えば、特許文献１
参照）。図１０は、特許文献１に記載された線状発光体を示す。
【０００３】
　図１０において、線状発光体１０１は光源１０２と光源１０２からの光を導光する断面
円形の柱状の導光体１０３とから構成されている。そして、導光体１０３の側面にその長
さ方向に沿って、少なくとも１本の帯状の光反射層１０４が印刷により設けられている。
この構成によって、光源１０２から導光体１０３に入射した光は導光体１０３を進行する
間に、光反射層１０４によって光の一部が反射し、光反射層１０４と対向する導光体１０
３の部分より外部へ光を放射することによって、線状の発光が得られるということが開示
されている。
【０００４】
　また、加熱調理器は加熱コイルに高周波電流を流し、高周波磁界を発生させ、加熱コイ
ルと磁気結合している鍋（負荷）に渦電流によるジュール熱を発生させ、鍋自体を発熱さ
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せて調理を行う調理器である。そのため炎が見えるガス調理器や加熱部が赤熱する電気ヒ
ータと違い加熱部を視覚的に捉えることができないという課題を有していた。
【０００５】
　この課題を解決するために、従来、加熱コイルの下方に、扇状の導光体片と扇状の様に
設けた光源とで発光体の１ブロックとし、これらのブロックを組合わせて円環状の導光体
を構成したものがある（例えば、特許文献２参照）。図１１は、特許文献２に記載された
線状発光体を示す。図１１に示すように、加熱コイルの下方に、扇状の導光体片１０５と
扇状の様に設けた光源１０６とで発光体の１ブロックとし、これらのブロックを組合わせ
て円環状の導光体を構成し、誘導加熱コイルに通電し加熱すると光源１０６が点灯し、円
環状の導光体の外周部が発光面１０７で発光し加熱調理器の上部に設けたトッププレート
の上面に円環状の模様を描くようにするということが記載されている。
【０００６】
　また、本発明に先立って、図１２に示すように円環状の導光体１０８の一部を切り欠き
、この切欠いた部分に光源１０９を当接した線状発光体を加熱調理器に用いることを提案
した。
【特許文献１】特開２０００－２２２９０７号公報
【特許文献２】特開２００１－１６０４８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記従来の線状発光体の構成では、線状発光体１０８の発光面より放射
される光の輝度が必ずしも十分でなかった。また、光源１０９から遠ざかると光の減衰率
が大きく十分な明るさが得られず、光源１０９に近いところと遠いところとでは明暗の差
が大きく見ずらいものであった。そのため、さらに鮮明な発光が得られる線状発光体が望
まれていた。また、線状発光体を加熱調理器に用いる場合、見やすくするために光源の数
を増やすと、線状発光が光源の部分で途切れてしまうとともに、部品点数が多くなるため
、価格が高くなるという問題があった。さらに、トッププレートが着色された透過性ガラ
スである場合には、明暗の差が大きくなるという課題も合わせもっていた。
【０００８】
　本発明は前記従来の課題を解決するもので、明暗の差が少なく、鮮明な線状が得やすい
線状発光体を加熱コイルの外周部に設け、対応する加熱部の加熱範囲を明確に表示するこ
とができる加熱調理器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の加熱調理器は、天板と、前記天板下方に設
けた加熱部と、前記加熱部の周囲に沿って形成した上面が発光する導光体と、前記導光体
周囲に設けた光源と、前記光源を載置して電気接続するための印刷配線板とを備え、前記
光源はリード部を有し、前記リード部は前記光源から発せられる光の放射方向と平行に形
成されており、途中で略直角に折り曲げられて前記印刷配線板にはんだ付けされることで
前記光源からの光の放射方向が横方向となるように取り付けられ、前記光源の周囲を覆い
前記印刷配線板に取り付けられる遮蔽カバーを備え、前記遮蔽カバーは前記印刷配線板に
取り付けられたとき前記リード部の水平部を上方から押さえるリブを形成した構成とした
ものである。
【００１０】
　これによって、遮蔽カバーにリブがない状態であれば、光源が水平方向を保つことが困
難であり、光源からの光を有効に活用することができなかった。その課題をリード部の水
平部を上方からリブで押さえることにより、光源の前方を持ち上げ、光源の光の放射方向
をリード部水平部に対して平行にすることができる。
【００１１】
　これによって、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を一定に保たれている
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ことで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、全体のムラの無い導
光体を形成することが可能となる。
【００１２】
　また、本発明の加熱調理器は、遮蔽部は、導光体方向と入光部方向に開口部を設けて、
他の部分を遮蔽した構成としたものである。これによって、光源からの光は、入光部から
導光体に拡散することができ、他の部分を遮蔽することにより、光のもれを防ぐことが可
能となる。その結果、発光ムラを抑えて、より明るく、明暗の差を少なくすることができ
る。
【００１３】
　また、本発明の加熱調理器は、印刷配線板に光源を下方から支える印刷配線板リブを遮
蔽カバーリブより光源の先端部側前方に設けたことにより、遮蔽カバーリブにより持ち上
げられた光源を下方から支えることにより、光源の光の放射方向をリード部水平部に対し
てより平行に保つことが容易となる。これによって、光源からの光が導光体を導光する際
、光源が角度を一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保
つことができ、全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。
【００１４】
　また、本発明の加熱調理器は、導光体に光源を下方から支える印刷配線板リブを遮蔽カ
バーリブより光源の先端部側前方に設けたことにより、遮蔽カバーリブにより持ち上げら
れた光源を下方から支えることにより、光源の光の放射方向をリード部水平部に対してよ
り平行に保つことが容易となる。これによって、光源からの光が導光体を導光する際、光
源が角度を一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つこ
とができ、全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。また下方から光源を支
えるリブを導光体と一体で形成することにより部品点数を少なくすることができ、コスト
削減を図ることができる。
【００１５】
　また、本発明の加熱調理器は、遮蔽カバーに光源本体を上方から係止する遮蔽カバー前
方リブを遮蔽カバーリブより光源の先端部側前方に設けたことにより、遮蔽カバーリブに
より持ち上げられた光源を直接上方から支えることにより、光源の光の放射方向をリード
部水平部に対してより平行に保つことが容易となる。これによって、光源からの光が導光
体を導光する際、光源が角度を一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果
、光の強度を保つことができ、全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。ま
た上方から光源を支えるリブを遮蔽カバーと一体で形成することにより部品点数を少なく
することができ、コスト削減を図ることができる。
【００１６】
　また、本発明の加熱調理器は、遮蔽カバーに光源を下方から支える遮蔽カバーリブ下を
遮蔽カバーリブより光源の先端部側前方に設けることにより、遮蔽カバーリブにより持ち
上げられた光源を下方からも支えることにより、光源の光の放射方向をリード部水平部に
対してより平行に保つことが容易となる。これによって、光源からの光が導光体を導光す
る際、光源が角度を一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度
を保つことができ、全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。また下方から
光源を支えるリブを遮蔽カバーと一体で形成することにより部品点数を少なくすることが
でき、コスト削減を図ることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の加熱調理器は、明暗の差が少なく、発光ムラをより抑え、鮮明な図形をトップ
プレート上に描くことができ、加熱コイルに対応する加熱部の加熱範囲を明確に表示する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　第１の発明は、天板と、前記天板下方に設けた加熱部と、前記加熱部の周囲に沿って形
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成した上面が発光する導光体と、前記導光体周囲に設けた光源と、前記光源を載置して電
気接続するための印刷配線板とを備え、前記光源はリード部を有し、前記リード部は前記
光源から発せられる光の放射方向と平行に形成されており、途中で略直角に折り曲げられ
て前記印刷配線板にはんだ付けされることで前記光源からの光の放射方向が横方向となる
ように取り付けられ、前記光源の周囲を覆い前記印刷配線板に取り付けられる遮蔽カバー
を備え、前記遮蔽カバーは前記印刷配線板に取り付けられたとき前記リード部の水平部を
上方から押さえるリブを形成したことにより、光源の前方を持ち上げ、光源の光の放射方
向をリード部水平部に対して平行にすることができる。
【００１９】
　これによって、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を一定に保たれている
ことで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、全体のムラの無い導
光体を形成することが可能となる。発光ムラを抑えて、より明るく、明暗の差を少なくす
ることができる。
【００２０】
　第２の発明は、特に、第１の発明において、遮蔽部は、導光体方向と入光部方向に開口
部を設けて、他の部分を遮蔽した構成としたもので、これによって、光源からの光は、入
光部から導光体に拡散することができ、他の部分を遮蔽することにより、光のもれを防ぐ
ことが可能となる。その結果、発光ムラを抑えて、より明るく、明暗の差を少なくするこ
とができる。
【００２１】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明において、印刷配線板に光源を下方から支
える印刷配線板リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方に設けた構成とするも
ので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブと合わせて、より光源を光の放射方向
に平行にすることが容易となり、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を一定
に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、全体
のムラの無い導光体を形成することが可能となる。発光ムラを抑えて、より明るく、明暗
の差を少なくすることができる。
【００２２】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか１つの発明において、導光体に光源を下方か
ら支える導光体リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方に設けた構成とするも
ので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブと合わせて、より光源を光の放射方向
に平行にすることが容易となり、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を一定
に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、全体
のムラの無い導光体を形成することが可能となる。発光ムラを抑えて、より明るく、明暗
の差を少なくすることができる。また、下方から支えるリブを導光体と一体で形成するこ
とによりコストダウンを図ることができる。
【００２３】
　第５の発明は、特に、第１～４のいずれか１つの発明において、導光体に光源を下方か
ら支える導光体リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方に複数設けた構成とす
るもので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブと合わせて、より光源を光の放射
方向に平行にすることが容易となり、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を
一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、
全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。発光ムラを抑えて、より明るく、
明暗の差を少なくすることができる。また、下方から支えるリブを導光体と一体で形成す
ることによりコストダウンを図ることができる。
【００２４】
　第６の発明は、特に、第１～５のいずれか１つの発明において、遮蔽カバーに光源を上
方から係止する遮蔽カバー前方リブを遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方に設け
た構成とするもので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブと合わせて、より光源
を光の放射方向に平行にすることが容易となり、光源からの光が導光体を導光する際、光
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源が角度を一定に保たれていることで、光が一様に拡散し、その結果、光の強度を保つこ
とができ、全体のムラの無い導光体を形成することが可能となる。発光ムラを抑えて、よ
り明るく、明暗の差を少なくすることができる。また、リブを遮蔽カバーのみで形成する
ことによりコストダウンを図ることができる。
【００２５】
　第７の発明は、特に、第１～６のいずれか１つの発明において遮蔽カバーに、光源を下
方から支える遮蔽カバーリブ下を遮蔽カバーリブより前記光源の先端部側前方に設けた構
成とするもので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブと合わせて、下方からも光
源を係止することが可能となり、より光源を光の放射方向に平行にすることが容易となり
、光源からの光が導光体を導光する際、光源が角度を一定に保たれていることで、光が一
様に拡散し、その結果、光の強度を保つことができ、全体のムラの無い導光体を形成する
ことが可能となる。発光ムラを抑えて、より明るく、明暗の差を少なくすることができる
。また、リブを遮蔽カバーのみで形成することによりコストダウンを図ることができる。
【００２６】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の一実施の形態について図面を用いて説明する。
【００２７】
　図１は本発明の実施の形態１における線状発光体周辺の斜視図である。
【００２８】
　図１において、３は光源であり、電球やＬＥＤ（発光ダイオード）などを用いる。特に
発光ダイオードは発光色が色々あり目的に応じて選択できるので好ましい。導光体１は光
源３より入射した光を導光するものであり、アクリル樹脂、ポリカーボネイト、耐熱ポリ
カーボネート、ポリアミド、ポリイミドなどの合成樹脂、またはガラスなどの透明な材料
が用いられる。図１では断面が長方形である四辺形を用いた場合の例である。
【００２９】
　光源３から導光体入光部２から導光体１に光が放射されることで、導光体が発光する。
【００３０】
　さらに、光源３は印刷配線板４にリード部５を介して取り付けられ、電気を供給される
ことで発光するのである。図４には、光源の構成を示す。
【００３１】
　以上基本構成について説明したが導光体を下記に説明するようにするとさらに優れた線
状発光体とすることができる。
【００３２】
　すなわち、図２に示す光源３の上方を覆いかつ印刷配線板に取り付けられる遮蔽カバー
を設けることで、光のもれを少なくし、効率良く導光体を発光させることが可能となる。
【００３３】
　さらに、従来であれば、図３のように光源の先端部が自重により下方に下がり、それに
より、光源からの光が下方に照射され、十分な輝度を得るに至らない課題を有していた。
その課題に対して、図２に示す遮蔽カバーリブ７により先端部のたれ下がりを抑制し、光
の放射方向をリード部水平部８に対して平行にすることができる。その結果、光源からの
光がもれなく導光体に照射され、十分な輝度を得ることができるようになるのである。
【００３４】
　（実施の形態２）
　図５は、本発明の実施の形態２における線状発光体周辺の断面図である。印刷配線板に
光源本体を下方から支える印刷配線板リブ１１を設けることで、遮蔽カバーリブ７と合わ
せて光源３のたれ下がりを抑制し、光の放射方向をリード部水平部８に対して平行にする
ことが容易となる。その結果、光源からの光がもれなく導光体に照射され、十分な輝度を
得ることができるようになるのである。
【００３５】
　（実施の形態３）
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　図６は、本発明の実施の形態３における線状発光体周辺の断面図である。導光体２に光
源本体を下方から支える導光体リブ１２を設けることで、遮蔽カバーリブ７と合わせて光
源３のたれ下がりを抑制し、光の放射方向をリード部水平部８に対して平行にすることが
容易となる。その結果、光源からの光がもれなく導光体に照射され、十分な輝度を得るこ
とができるようになるのである。また、光源を下方から支えるリブを導光体と一体で形成
することにより、部品点数の削減ができ、コストダウンすることができる。
【００３６】
　（実施の形態４）
　図７は、本発明の実施の形態４における線状発光体周辺の断面図である。導光体２に光
源本体を下方から支える導光体リブ１と導光体リブ２を設けることで、遮蔽カバーリブ７
と合わせて光源３のたれ下がりを抑制し、光の放射方向をリード部水平部８に対して平行
にすることが２点で係止することにより容易となる。その結果、光源からの光がもれなく
導光体に照射され、十分な輝度を得ることができるようになるのである。また、光源を下
方から支えるリブを導光体と一体で形成することにより、部品点数の削減ができ、コスト
ダウンすることができる。
【００３７】
　（実施の形態５）
　図８は、本発明の実施の形態５における線状発光体周辺の断面図である。遮蔽カバーに
光源を上方から係止する遮蔽カバー前方リブを遮蔽カバーリブより光源の先端部側前方に
設けることで、遮蔽カバーリブ７と合わせて光源３のたれ下がりを抑制し、光の放射方向
をリード部水平部８に対して平行にすることが２点で係止することにより容易となる。そ
の結果、光源からの光がもれなく導光体に照射され、十分な輝度を得ることができるよう
になるのである。また、光源を支えるリブを遮蔽カバーのみで形成することにより、部品
点数の削減ができ、コストダウンすることができる。
【００３８】
　（実施の形態６）
　図９は、本発明の実施の形態５における線状発光体周辺の断面図である。遮蔽カバーに
、光源を下方から支える遮蔽カバーリブ下を遮蔽カバーリブより光源の先端部側前方に設
けた構成とするもので、これにより上方から規制する遮蔽カバーリブ、遮蔽カバー前方リ
ブと合わせて、下方からも光源を係止することが可能となり、遮蔽カバーリブ７と合わせ
て光源３のたれ下がりを抑制し、光の放射方向をリード部水平部８に対して平行にするこ
とが２点で係止することにより容易となる。その結果、光源からの光がもれなく導光体に
照射され、十分な輝度を得ることができるようになるのである。また、光源を支えるリブ
を遮蔽カバーのみで形成することにより、部品点数の削減ができ、コストダウンすること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　以上のように、本発明にかかる加熱調理器は、明暗の差が少なく鮮明な線状の図形をト
ッププレート上に描くことができ、加熱コイルに対応する加熱部の加熱範囲を明確に表示
することができるので加熱調理器のトッププレートへの表示等に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施の形態１における線状発光体周辺の斜視図
【図２】同線状発光体周辺の断面図（１）
【図３】遮蔽カバーが無い状態での同線状発光体周辺の断面図（２）
【図４】本発明の実施の形態１における光源の構成を示す図
【図５】本発明の実施の形態２における同線状発光体周辺の断面図
【図６】本発明の実施の形態３における同線状発光体周辺の断面図
【図７】本発明の実施の形態４における同線状発光体周辺の断面図
【図８】本発明の実施の形態５における同線状発光体周辺の断面図
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【図９】本発明の実施の形態６における同線状発光体周辺の断面図
【図１０】従来の線状発光体の斜視図
【図１１】従来の発光体の斜視図
【図１２】従来の線状発光体の平面図
【符号の説明】
【００４１】
　１　導光体
　２　導光体入光部
　３　光源
　４　印刷配線板
　５　リード部
　６　遮蔽カバー
　７　遮蔽カバーリブ
　８　リード部平行部
　９　発光部
　１０　モールド部
　１１　印刷配線板リブ
　１２　導光体リブ
　１３　導光体リブ１
　１４　導光体リブ２
　１５　遮蔽カバーリブ前方リブ
　１６　遮蔽カバーリブ前方リブ下

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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